
ま え が き

　国土交通省は、昭和33年より全国の一級河川の主要な地点において、水質調査を実施し、
その結果を公表してきました。調査地点における水質調査は、８水系54地点と僅かでした
が、水質汚濁の進行とともに、河川水質の監視のための定期調査、水質保全・改善事業実
施のための調査研究等、河川水質調査の目的は多様化するとともに、その調査量も飛躍的
に増大しました。
　このため、河川水質試験方法の全国的な標準化が必要となり、昭和59年建設省技術管理
業務連絡会水質部会により建設省が実施する河川水質調査の標準的な試験方法として「河
川水質試験方法（案）」が編集・刊行され広く活用されてきました。
　その後、様々な化学物質や有害微生物により飲用水の安全性が脅かされる懸念や水生生
物等を含む生態系の重視など、河川環境保全に対する要求はますます高まり、それに伴っ
て、従来と比較して水質調査の対象項目は大幅に増え、かつきわめて微量な成分の測定が
要求されるようになってきました。このような要求に対応するため建設省技術管理業務連
絡会水質部会及び㈶河川環境管理財団が中心となり改訂作業を進め「河川水質試験方法

（案）1997年版」を1997年10月に刊行しました。
　近年、河川水質・河川環境に対する住民や利水者の多様化するニーズとともに、国土交通
省における水質調査・試験も職員自ら実施する体制から委託へと大きく変化してきました。
　「河川水質試験法（案）」「河川水質試験方法（案）1997年版」が、試験方法の標準化、
ノウハウ集という実際に試験を実施する人を対象としてきたのに対し、今回は、水質調査・
管理を担当する職員を対象に、従来の試験法の部分を削除し、水質調査・管理を行う上で
必要な水質に関する情報の提供を目的として改訂し、題名も「河川水質試験方法（案）
2008年版（河川管理者のために）」として刊行することとなりました。本書が水質業務に
携わる多くの方々に活用されることを期待します。

　平成21年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省水質連絡会
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本書の利用にあたって

　本書は、「河川水質試験方法（案）」「河川水質試験方法（案）1997年版」から、水質試
験担当者の為の試験法の実務部分を削除し、河川管理者として、調査・管理を担当する職
員を対象として、改訂を行ったものであり、書名には「水質試験方法」を入れているが、
実質的には河川の調査・管理を担当する職員が必要とする水質に関する情報を提供するこ
とを目的としている。
　本書はⅠ通則、Ⅱ試験方法、Ⅲ資料編から成り立っている。Ⅰの通則については、水質
試験に職員が直接係わることから外部委託に移行して来ていることに鑑み、品質・精度管
理、採水のみとした。Ⅱの試験方法は下記に示す構成から成り立っており、水質項目毎に
解説を加え、用語集の役割も含めた。なお、現段階で通常の水質調査とは別に実施するダ
イオキシン類、内分泌撹乱物質等については記載していない。Ⅲの資料編については、各
種水質関連基準、Ⅱ試験方法で取り上げなかった用語等の解説を加えた。

― 試験方法の構成 ―

１．概要
試験項目について、一般的な解説を記載し用語集の役割も兼ねている。

２．基準等
公共用水域に適用される法令等で定められた基準を主として記載し、一般的に下表の例

に示すように基準名、基準値、試験方法、準拠法令を示した。その他の基準値や指針値に
ついてはⅢ資料偏にまとめて記載した。

表１　カドミウムに関する基準
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３．試験方法
試験方法は公共用水域で用いられる基準等で定められている方法から、標準的に用いら

れている方法の順に下表の例のように試験方法の名称、出典を記載し、その試験方法の定
量範囲、精度、必要検水量が明らかなものについては記載した。

具体的な試験方法については、本書では記載していないので出典を当たられたい。
なお、表以外の試験方法についても、参考になるものについては記載した。

表2　カドミウムの試験方法一覧

４．試験法の概要と選定の考え方
4.1　試験方法の概要

３．試験方法一覧表に示した試験方法について、その原理等を簡単に記載した。

4.2　試験方法の選定の考え方
調査の目的、水質の特徴等からどの試験法を選定すればよいかを、基準、試験方法

の特性等から記載した。
なお、本書では全て試験法とし、旧版で用いられていた標準法、参考法という区別

は付けていないが、試験法１は概ね標準法に該当する。

4.3　試験上の注意事項
試料の保存、前処理、注意事項について主として現地で必要となる事項について記

載した。

4.3.1 試料の保存
現地での試料の保存方法等を必要に応じ記載した。Ⅰ通則、6.1　表6-1試験容器・

現場処理と保存期間の目安（ｐ.72）も参照されたい。
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4.3.2 前処理
必要に応じて現地で行う前処理を主として記載し、試験上の前処理は省いた。

4.3.3 注意事項
試験上あるいは現場測定での一般的な注意事項を記載し、試験上の注意事項は省い

た。

５．その他
基準値の策定経緯、試験項目を理解するうえで参考となる事項について記載した。
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